
まち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」「総合戦略」

○現状認識 2008年に始まった人口減少は、今後加速度的に進む。

人口減少による消費・経済力の低下は、日本の経済社会に対して大きな重荷となる。

○基本方針 「人口減少克服」と「地方創生」を合せて行うことにより、将来にわたって活力ある

日本社会を維持することを目指す。ビジョン・総合戦略を策定する。

国・・・長期ビジョン:2060年に 1億人程度の人口を確保する中長期展望

総合戦略 :2015～2019年度(5か年)の政策目標・施策

地方・・地方人口ビジョン:各自治体の人口動向・将来人口推計の分析や中長期の将来展望

地方版総合戦略 :各自治体の 2015～2019年度(5か年)の政策目標・施策

○政策の推進((((基本目標))))

1.地方における安定した雇用を創出する 2.地方への新しいひとの流れをつくる

3.若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

4.時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する

○地方議会の対応・・・策定や検証に積極的に関与

○国の現状

・総人口の推移と将来推計

総人口は、戦後の高度成長期より増加を続け、1967年には初めて 1億人を超え、2008年に約

1億 2800万人とピークを迎えたが、その後、減少傾向になり、2013年に約 1億 2700万人に減

少。将来は、2060年に約 1億 190万人、2110年には約 9020万人になると予測。

○当別町の現状

・総人口の推移と将来推計

総人口は、1965年から減少傾向にあったが、1990年から太美地区の開発により 2000年には

2万人を超えた。その後、宅地開発の収束により、2010年は約 1万 9千人に減少。

将来は、2020年には約 1万 6千人、2040年には約 1万 1千人になると予測。

・年齢 3333区分別総人口の推移と将来推計

太美地区の人口流入期に年少人口(0-14歳)・生産年齢人口(15-64歳)は増加したが、2000年か

ら減少傾向。老年人口(65歳以上)は一貫して増加しており、将来は、2035年から減少に転じる

と予測。生産年齢人口の減少が速く、2035年には老年人口が生産年齢人口を上回ると予測。

・出生に関する分析

1992年から出生数は増加に転じたが、合計特殊出生率(15-49歳の女性の年齢別出生率を合計

したもの)は北海道と同程度の水準で低下。2005年から全国と北海道の合計特殊出生率は増加に

転じたが、当別町は一貫して低下。2008年には 1.01と、全国(1.43)と北海道(1.28)と下回っている。

○当別町人口ビジョン((((案)))) (人口動向分析・将来人口の推計・人口変化の影響分析・人口将来展望)

○当別町の総合戦略を構成する４つの視点((((案)))) 別紙






